
(57)【要約】

【課題】　アングル付きのサッシ枠の室内側の意匠性を

向上するとともに、アングル付きのサッシ枠とアングル

無しのサッシ枠とで枠材を共通化できるサッシ枠の提供

。

【解決手段】　枠体１とアングル材２ａ，２ｂ，２ｃと

カバー材３ａ，３ｂ，３ｃとを備え、アングル材は、枠

体１の室内側に室内外方向のネジ４ａ，４ｂ，４ｃで取

付けてあり且つ躯体６ａ，６ｂ，６ｃの内周側に内周側

からネジ５ａ，５ｂ，５ｃで取付けてあり、カバー材は

、アングル材の内周側に取付けてあることを特徴とする

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 枠 体 と ア ン グ ル 材 と カ バ ー 材 と を 備 え 、 ア ン グ ル 材 は 、 枠 体 の 室 内 側 に 室 内 外 方 向 の ネ
ジ で 取 付 け て あ り 且 つ 躯 体 の 内 周 側 に 内 周 側 か ら ネ ジ で 取 付 け て あ り 、 カ バ ー 材 は 、 ア ン
グ ル 材 の 内 周 側 に 取 付 け て あ る こ と を 特 徴 と す る サ ッ シ 枠 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 サ ッ シ 枠 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 サ ッ シ 枠 に は 、 ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ 枠 と ア ン グ ル 無 し の サ ッ シ 枠 と が あ り 、 躯 体 開 口
部 へ の 納 ま り の 違 い な ど に 応 じ て 、 い ず れ か を 選 択 し て 使 用 す る 。 ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ
枠 は 、 サ ッ シ 枠 を 構 成 す る 下 枠 材 等 の 枠 材 に 、 ア ン グ ル が 室 内 側 に 突 出 し て 一 体 に 形 成 さ
れ 、 ア ン グ ル を 額 縁 や 床 材 等 の 内 周 側 に 重 ね て ネ ジ 止 め し て い る 。 ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ
枠 で は 、 ア ン グ ル を 止 め て い る ネ ジ の 頭 が 室 内 側 に 露 出 す る た め 、 意 匠 性 が 損 な わ れ る 。
ま た 従 来 は 、 窓 の 種 類 ご と に ア ン グ ル 付 き サ ッ シ 枠 用 の 枠 材 と ア ン グ ル 無 し サ ッ シ 枠 用 の
枠 材 の 、 ２ 種 類 の 枠 材 を そ れ ぞ れ 製 作 し な け れ ば な ら な い た め 、 コ ス ト が 増 大 す る こ と と
な っ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 以 上 に 述 べ た 実 情 に 鑑 み 、 ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ 枠 の 室 内 側 の 意 匠 性 を 向 上 す
る と と も に 、 ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ 枠 と ア ン グ ル 無 し の サ ッ シ 枠 と で 枠 材 を 共 通 化 で き る
サ ッ シ 枠 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 課 題 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の サ ッ シ 枠 は 、 枠 体 と ア ン グ ル 材 と カ バ ー 材 と を 備
え 、 ア ン グ ル 材 は 、 枠 体 の 室 内 側 に 室 内 外 方 向 の ネ ジ で 取 付 け て あ り 且 つ 躯 体 の 内 周 側 に
内 周 側 か ら ネ ジ で 取 付 け て あ り 、 カ バ ー 材 は 、 ア ン グ ル 材 の 内 周 側 に 取 付 け て あ る こ と を
特 徴 と す る 。 な お 、 こ こ で い う 躯 体 に は 、 額 縁 や 床 材 、 天 井 の 板 、 柱 、 ま ぐ さ な ど 、 躯 体
開 口 部 の 内 周 部 を 形 成 す る あ ら ゆ る 部 材 が 含 ま れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の サ ッ シ 枠 は 、 ア ン グ ル 材 の 内 周 側 に カ バ ー 材 が 取 付 け て あ る の で 、 ア ン グ ル 材
を 躯 体 に 取 付 け て い る ネ ジ の 頭 が 露 出 せ ず 、 室 内 側 の 意 匠 性 が 向 上 す る 。 ま た 本 発 明 の サ
ッ シ 枠 は 、 枠 体 の 室 内 側 に ア ン グ ル 材 を 室 内 外 方 向 の ネ ジ で 取 付 け て ア ン グ ル 付 き に す る
こ と で 、 ア ン グ ル 無 し の サ ッ シ 枠 と ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ 枠 と で 枠 材 の 共 通 化 が 可 能 と な
り 、 製 作 す る 枠 材 の 種 類 が 減 る こ と で コ ス ト を 削 減 で き る 。 ア ン グ ル 材 や カ バ ー 材 は 、 枠
体 の 種 類 が 異 な っ て い て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に
係 る サ ッ シ 枠 の 縦 断 面 図 、 図 ３ は 同 サ ッ シ 枠 の 横 断 面 図 、 図 １ は 同 サ ッ シ 枠 の 下 枠 部 分 を
拡 大 し て 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 本 サ ッ シ 枠 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 躯 体 の 開 口 部 に ア ン
カ ー （ 図 示 省 略 ） で 固 定 さ れ る タ イ プ の も の で 、 窓 の 形 態 と し て は 引 き 違 い 窓 用 の も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 サ ッ シ 枠 は 、 図 ２ と 図 ３ に 示 す よ う に 、 下 枠 材 ７ 、 上 枠 材 ８ 、 左 右 の 竪 枠 材 ９ ， ９ を
四 方 枠 組 み し て 枠 体 １ を 形 成 し 、 枠 体 １ を 構 成 す る 各 枠 材 ７ ， ８ ， ９ の 室 内 側 に ア ン グ ル
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材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ を 室 内 側 か ら ネ ジ ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ で 取 付 け 、 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ
， ２ ｃ を 内 周 側 か ら 額 縁 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ の 内 周 側 に ネ ジ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ で 取 付 け 、 各
ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 内 周 側 に カ バ ー 材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ を 取 付 け て い る 。
　 下 枠 の ア ン グ ル 材 ２ ａ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材 で 形 成 し て あ り 、 図 １ に 示 す よ
う に 、 枠 側 取 付 片 １ ０ と 躯 体 側 取 付 片 １ １ と で 断 面 Ｌ 字 形 に 形 成 し て あ り 、 両 取 付 片 １ ０
， １ １ が 連 続 す る コ ー ナ ー 部 に は カ バ ー 材 取 付 用 凹 部 １ ２ が 形 成 し て あ る 。 躯 体 側 取 付 片
１ １ は 、 室 外 側 端 部 が カ バ ー 材 取 付 用 凹 部 １ ２ 内 に 突 出 し 、 カ バ ー 材 の 係 止 部 １ ３ を 形 成
し て い る 。 枠 側 取 付 片 １ ０ は 、 下 枠 材 ７ の 室 内 側 面 ２ １ に 当 接 し て 室 内 外 方 向 の ネ ジ ４ ａ
で 取 付 け て あ り 、 躯 体 側 取 付 片 １ １ は 、 額 縁 ６ ａ の 内 周 側 面 ２ ２ に 当 接 し て 上 下 方 向 の ネ
ジ ５ ａ で 取 付 け て あ る 。 ア ン グ ル 材 ２ ａ は 、 上 面 が 下 枠 材 ７ の 室 内 側 壁 の 上 縁 １ ４ と 同 じ
高 さ に な る よ う に 取 付 け て い る 。
　 下 枠 の カ バ ー 材 ３ ａ は 、 合 成 樹 脂 を 押 出 成 形 し て 、 図 １ に 示 す よ う に 板 状 に 形 成 し て あ
り 、 外 周 側 面 に 鉤 状 の 取 付 片 １ ５ が 形 成 し て あ り 、 取 付 片 １ ５ を ア ン グ ル 材 ２ ａ の カ バ ー
材 取 付 用 凹 部 １ ２ 内 に 挿 入 し 、 且 つ 係 止 部 １ ３ に 係 止 し て 取 付 け て い る 。 カ バ ー 材 ３ ａ は
、 ア ン グ ル 材 ２ ａ の 内 周 側 面 ２ ３ を 被 う と と も に 、 室 外 側 端 部 が 下 枠 材 ７ の 室 内 側 壁 の 上
縁 １ ４ に 当 接 し て い る 。 額 縁 ６ ａ 内 周 側 面 の 室 外 側 部 分 に は 、 ア ン グ ル 材 ２ ａ と カ バ ー 材
３ ａ の 肉 厚 分 の 凹 部 ２ ４ が 形 成 し て あ り 、 額 縁 ６ ａ の 内 周 側 面 と カ バ ー 材 ３ ａ の 内 周 側 面
が 略 同 面 と な っ て い る （ 上 枠 の 額 縁 ６ ｂ と 竪 枠 の 額 縁 ６ ｃ に つ い て も 同 様 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 枠 の ア ン グ ル 材 ２ ｂ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 枠 の ア ン グ ル 材 ２ ａ と 同 じ よ う に ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材 で 断 面 Ｌ 字 形 に 形 成 し 、 枠 側 取 付 片 １ ０ を 上 枠 材 ８ の 室 内 側 面 ２
１ に 室 内 外 方 向 の ネ ジ ４ ｂ で 取 付 け 、 躯 体 側 取 付 片 １ １ を 額 縁 ６ ｂ の 内 周 側 面 ２ ２ に 当 接
し て 上 下 方 向 の ネ ジ ５ ｂ で 取 付 け て い る 。 ア ン グ ル 材 ２ ｂ は 、 枠 側 取 付 片 １ ０ の 上 縁 が 上
枠 材 ８ の 室 内 側 壁 の 上 縁 １ ６ と 同 じ 高 さ に な る よ う に 取 付 け て い る 。 上 枠 の カ バ ー 材 ３ ｂ
は 、 合 成 樹 脂 を 押 出 成 形 し た も の で あ り 、 ア ン グ ル カ バ ー 片 １ ７ と 枠 カ バ ー 片 １ ８ と で 断
面 略 Ｌ 字 形 に 形 成 し 、 室 外 側 端 部 か ら 鉤 状 の 取 付 片 １ ５ が 上 方 に 突 出 し て 形 成 さ れ て い る
。 カ バ ー 材 ３ ｂ は 、 取 付 片 １ ５ を ア ン グ ル 材 ２ ｂ の カ バ ー 材 取 付 用 凹 部 １ ２ に 差 し 込 み 、
係 止 部 １ ３ に 係 止 し て 取 付 け て あ り 、 枠 カ バ ー 片 １ ８ が 室 内 側 に 突 出 し た 上 枠 材 ８ の 室 内
側 面 ２ １ を 被 い 、 ア ン グ ル カ バ ー 片 １ ７ が ア ン グ ル 材 ２ ｂ の 内 周 側 面 ２ ３ を 被 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 竪 枠 の ア ン グ ル 材 ２ ｃ と カ バ ー 材 ３ ｃ は 、 上 枠 に 取 付 け て い る ア ン グ ル 材 ２ ｂ や カ バ ー
材 ３ ｂ と 同 一 の も の を 使 用 し て い る 。 ア ン グ ル 材 ２ ｃ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 枠 側 取 付 片
１ ０ を 竪 枠 材 ９ の 室 内 側 面 ２ １ に 室 内 外 方 向 の ネ ジ ４ ｃ で 取 付 け 、 躯 体 側 取 付 片 １ １ を 額
縁 ６ ｃ の 内 周 側 面 ２ ２ に 内 周 側 か ら の ネ ジ ５ ｃ で 取 付 け て い る 。 カ バ ー 材 ３ ｃ は 、 外 周 側
に 突 出 し て 形 成 し た 取 付 片 １ ５ を 、 ア ン グ ル 材 ２ ｃ の カ バ ー 材 取 付 用 凹 部 １ ２ に 挿 入 し 且
つ 係 止 部 １ ３ に 係 止 し て 取 付 け て お り 、 枠 カ バ ー 片 １ ８ が 室 内 側 に 突 出 し た 竪 枠 材 ９ の 室
内 側 面 ２ １ を 被 い 、 ア ン グ ル カ バ ー 片 １ ７ が ア ン グ ル 材 ２ ｃ の 内 周 側 面 ２ ３ を 被 っ て い る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 枠 の カ バ ー 材 ３ ｂ の 両 端 部 と 竪 枠 の カ バ ー 材 ３ ｃ の 上 端 部 と の コ ー ナ ー 部 ２ 箇 所 に は
、 上 コ ー ナ ー カ バ ー １ ９ を 取 付 け て 各 カ バ ー 材 の 端 部 を 被 っ て あ り 、 下 枠 の カ バ ー 材 ３ ａ
の 両 端 部 と 竪 枠 の カ バ ー 材 ３ ｃ の 下 端 部 と の コ ー ナ ー 部 ２ 箇 所 に は 、 下 コ ー ナ ー カ バ ー ２
０ を 取 付 け て 各 カ バ ー 材 の 端 部 を 被 っ て あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 サ ッ シ 枠 の 組 立 て 、 施 工 手 順 の 一 例 を 説 明 す る 。 ま ず 、 下 枠 材 ７ と 上 枠 材 ８ と
左 右 の 竪 枠 材 ９ ， ９ を 、 通 常 の サ ッ シ 枠 と 同 じ よ う に 四 方 枠 組 み し て 枠 体 １ を 形 成 す る 。
次 に 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 各 枠 材 ７ ， ８ ， ９ の 室 内 側 面 ２ １ に ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２
ｂ ， ２ ｃ を ネ ジ ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ で 取 付 け る 。 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ を 取 付 け る と
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 各 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 躯 体 側 取 付 片 １ １ の 端 部 が 互 い に
当 接 し て 枠 状 に 連 続 す る 。 そ の 後 、 通 常 の ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ 枠 を 施 工 す る の と 同 様 に
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し て 本 サ ッ シ 枠 を 躯 体 開 口 部 内 に 配 置 し 、 各 枠 材 ７ ， ８ ， ９ を ア ン カ ー で 躯 体 に 固 定 す る
。 次 に 、 各 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 躯 体 側 取 付 片 １ １ を 額 縁 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ の 内
周 側 面 ２ ２ に 内 周 側 か ら ネ ジ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ で 取 付 け る 。 次 に 、 各 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２
ｂ ， ２ ｃ の 躯 体 側 取 付 片 １ １ の 内 周 側 全 周 に カ バ ー 材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ を 取 付 け る 。 最 後
に カ バ ー 材 同 士 の コ ー ナ ー 部 に 上 コ ー ナ ー カ バ ー １ ９ と 下 コ ー ナ ー カ バ ー ２ ０ を 取 付 け る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 サ ッ シ 枠 は 、 以 上 に 述 べ た よ う に 、 各 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 内 周 側 に カ バ ー
材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ が 取 付 け て あ る の で 、 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ を 額 縁 ６ ａ ， ６ ｂ
， ６ ｃ に 取 付 け て い る ネ ジ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ の 頭 が 露 出 せ ず 、 室 内 側 の 意 匠 性 が 良 好 と な
る 。 ま た カ バ ー 材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ は 、 合 成 樹 脂 で 形 成 し て あ り 、 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ
， ２ ｃ の 内 周 側 面 ２ ３ 、 及 び 上 枠 材 ８ と 竪 枠 材 ９ の 室 内 側 面 を 被 っ て い る の で 、 サ ッ シ 枠
の 室 内 側 に 結 露 が 生 ず る こ と を 防 止 で き る 。 カ バ ー 材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ は 、 外 周 側 に 突 出
し て 形 成 し た 取 付 片 １ ５ を ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の カ バ ー 材 取 付 用 凹 部 １ ２ に 差 し
込 む だ け で 取 付 け で き 、 取 付 け が 容 易 で あ る 。
　 ま た 本 サ ッ シ 枠 は 、 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ と カ バ ー 材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ を 取 付 け
な け れ ば 、 ア ン グ ル 無 し の サ ッ シ 枠 と し て 、 そ の ま ま ア ン グ ル 無 し の 納 ま り に 対 応 可 能 で
あ る 。 す な わ ち 、 ア ン グ ル 付 き の サ ッ シ 枠 と ア ン グ ル 無 し の サ ッ シ 枠 と で 、 各 枠 材 ７ ， ８
， ９ を 共 通 化 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 製 作 す る 枠 材 の 種 類 を 削 減 で き 、 コ ス ト の 削
減 に 繋 が る 。
　 さ ら に 、 ア ン グ ル 材 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ と カ バ ー 材 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ は 、 異 な る 種 類 の サ
ッ シ 枠 に も 共 通 し て 使 用 す る こ と が で き 、 ア ン グ ル 材 と カ バ ー 材 を 共 通 化 す る こ と で 、 コ
ス ト を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 に 述 べ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 サ ッ シ 枠 は 、 実 施 形 態 の よ う な 各 枠
材 を ア ン カ ー で 躯 体 に 固 定 す る ビ ル 用 の も の に 限 ら ず 、 各 枠 材 を 柱 等 に 釘 や ネ ジ で 直 接 取
付 け る 木 造 住 宅 用 の も の 等 に つ い て も 同 じ よ う に 実 施 で き る 。 窓 の 形 態 は 、 引 き 違 い 窓 に
限 ら ず 、 片 引 き 窓 や 上 げ 下 げ 窓 、 回 転 窓 、 嵌 め 殺 し 窓 な ど 、 あ ら ゆ る 種 類 の サ ッ シ 枠 に 対
応 可 能 で あ る 。 ア ン グ ル 材 と カ バ ー 材 は 、 下 枠 に の み 取 付 け た も の で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の サ ッ シ 枠 の 下 枠 部 分 を 拡 大 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の サ ッ シ 枠 の 一 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の サ ッ シ 枠 の 一 実 施 形 態 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 枠 体 に ア ン グ ル 材 を 取 付 け る 前 の 状 態 の 側 面 図 、 （ ｂ ） は 、 枠 体 に ア
ン グ ル 材 を 取 付 け た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 枠 体 に ア ン グ ル 材 を 取 付 け た 状 態 に お け る 室 内 側 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ 　 枠 体
　 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ 　 ア ン グ ル 材 　
　 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ 　 カ バ ー 材
　 ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ 　 ネ ジ
　 ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ 　 ネ ジ
　 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ 　 額 縁 （ 躯 体 ）
　 ７ 　 下 枠 材
　 ８ 　 上 枠 材
　 ９ 　 竪 枠 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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